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⑴ 活動方針
　情報メディア教育支援室では福井ライフ・アカデミー と
連携し、本学の夏休み期間中に情報系の講座を開講して
います（例年9月初旬）。この講座は、本学の学生や教職
員に加えて一般の方も対象です。この講座では、一般の
方にもソフトウェアや情報機器についての用途・使い方を
知ってもらい、それらを仕事や日常生活の中で有効に活用
してもらうことが目的です。
　昨年度は、表計算ソフト「Excel」の初心者向け講座
と、タブレット「iPad」の初心者向け講座を行いました。
本年度も同様のテーマ、内容で開講しました。
⑵ 取り組みと成果
　Excel講座を2014年9月6日(土)に、iPad基礎講座を同
年9月7日(日)に行いました。時間は両日とも9:00～16:00
で、それぞれ参加者は10名と5名でした。いずれも一般の
方です。
　Excel講座は、Excelの基礎から学んでもらい、家計簿
など普段の生活の中でExcelを活用してもらうことが目的
です。データの入力方法、数式・関数の入力方法、書式の
変更方法、グラフの書き方といった、Excel操作の一連の
流れについて説明を行いました。受講者の方には実際に
Excelの操作
を練習しても
らい、そのあ
とに問題を解
くといった流
れで進めてい
きました。
図1：9/6㈯ Excel講座の様子
　iPad基礎講座は、iPadでどのようなことができるのか
知ってもらい、今後の活用や購入の参考にしてもらうこと
が目的です。iPadの基本的な操作方法、時計、カメラ、マッ
プといった基本的なアプリの使用方法を学びました。そ
の上でアプリ・音楽等の購入方法、経路検索や料理レシ
ピ、ネットラジオなど、普段の生活の中で便利に利用でき
るアプリの紹介
を行いました。
こちらも受講者
の方には実際に
iPadを操作しても
らいながら講座
を進めました。
図2：9/7㈰ iPad基礎講座の様子
⑶ まとめと今後の課題
　Excel講座は昨年度よりも4名ほど増えました。講座後
のアンケ トー結果では、今年度も好評を得ることができま
した。両講座とも昨年度と同じ内容であり、基礎的では
ありましたが、受講者の方に意図した内容が伝わり、それ
ぞれ基本的な使い方を理解していただくことができたと
思います。昨年度は参加者の増加を目標にしましたが、
Excel講座がわずかに増えたのみとなりました。しかしな
がら、その分、個別のフォローが充実し、参加者の方には
ご満足いただけたかと思います。
　今後検討すべき内容としては、まず、講座のテーマが挙
げられます。ExcelとiPad以外のテーマも検討していきた
いと思います。次に、講座の開催方法が挙げられます。
　両講座とも一日のみであったため、都合か付かない方
もいらっしゃったと思われます。そのため、同じ内容の講
座を何回か開催することで参加の延べ人数が増えると思
われます。また、講座の難易度も検討する必要があると思
われます。今年度はExcel、iPadとも初心者向けの講座を
開催しましたが、中級者や上級者向けの講座も開催する
ことでより幅広い方に参加いただけると思われます。
以上のように、今後は昨年度も目標とした講座の周知の充
実を図るとともに、講座のテーマ、開催時期、回数、内容
などを検討していき、さらに参加者の方に満足していただ
ける講座にしていきたいと思います。
（文責：平塚紘一郎）
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　ことしで３回目を迎える森田地区のエコキャンドル。今
年も企画段階から本番まで、生活環境専攻１、２回生の
学生が、さらに卒業生までもが参加。１回生は「地域環
境論」の授業の一環として、原画への応募、当日のスタッ
フとして参加し、環境デザイン研究室の２回生は準備段
階の実行委員会などにも参加。
　デザイン画は、生活環境専攻１回生の松原沙霧さんが
見事最優秀賞を獲得。タイトルは『flow』で、森田のシン
ボル九頭竜川を大きな龍に見立て、そこに集まるサクラマ
スを描き、川を身近に感じるまちづくりを進めていってほ
しいという願いを込めてデザインした、との事です。他に
本学からは、生活環境１回生の西端彩花さんと水野倫菜
さんが優秀賞に入賞。
　7月26日、会場の九頭竜川河川敷では地区の人口と同
じ約１万２千個のキャンドルで、勇壮な龍の姿が浮かび
上がり、見る人に感動を届けました。
　うれしい出来事は、今年から本学卒業生が地元の若
者団体“PRもりた”に参加し、このエコキャンドルの実行
委員としてポスター のデザインや企画準備に参画するよう
になった事で、在学生も含めて来年も積極的に参加した
いものです。
もりたエコキャンドル2014
表彰式でインタビュー（松原さん）卒業生も実行委員として参加（右中）
闇夜にうかび上がった勇壮な龍の姿
地域連携
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